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35人が出席して開かれた新旧会長歓送迎会
（4月19日・金沢都ホテル）

前列左から4番目が井沢宏夫新会長、その右が高松弘明前会長

開
業
医

開
業
医
は
ロ
マ
ン
を 

開
業
医

開
業
医
は
ロ
マ
ン
を 

開
業
医
は
ロ
マ
ン
を 

千
人
会
員
を
め
ざ
し
て 

囲 

解 
答 

碁 

（問題は８面にあります） 

黒
1
が
急
所
で
以
下
黒
11
ま
で

白
死
で
す
。
手
順
中
黒
9
が
好
手
。 

黒
1
で
2
は
白
1
黒
6
白
4
黒

10
で
コ
ウ
に
な
り
ま
す
。
黒
1
で

5
は
白
8
で
活
き
ま
す
。 

（9－3の所） 
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1
三
角
、
同
銀
、
4
二
角
、
2
二

玉
、
3
三
角
成
、
同
歩
、
3
二
飛
、

1
一
玉
、
2
三
桂
不
成
ま
で
九
手

詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
三
桂
不
成
や
4
二
角

は
、
2
二
玉
以
下
詰
み
ま
せ
ん
。

1
三
角
が
の
ち
の
詰
み
形
を
見
た

捨
て
駒
で
す
。
3
手
目
に
5
三
角
、

2
二
玉
、
4
四
角
成
と
す
る
の
は
、

3
三
香
、
同
馬
、
同
玉
で
4
四
に

逃
げ
道
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

4
二
角
か
ら
3
三
角
成
が
好
手
順
。

同
玉
な
ら
2
三
飛
ま
で
な
の
で
同

歩
で
す
が
、
飛
車
を
打
っ
て
解
決

し
ま
す
。
な
お
3
二
飛
で
は
、
離

し
て
打
つ
の
も
可
。 

（
問
題
は
八
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

四
月
十
九
日
（
土
）、
石
川

県
保
険
医
協
会
発
足
時
か
ら
の

役
員
、
部
員
、
事
務
局
員
な
ど
、

総
勢
三
十
五
人
が
出
席
し
、
金

沢
都
ホ
テ
ル
で
新
旧
会
長
歓
送

迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
は
、
新
し
く
副
会
長
に
な

ら
れ
た
西
田
先
生
の
司
会
の
も

と
、
勝
木
副
会
長
に
よ
る
高
松

前
会
長
へ
の
謝
辞
で
始
ま
り
ま

し
た
。

高
松
先
生
は
、
一
九
七
五
年

に
保
険
医
協
会
が
発
足
し
た
当

時
よ
り
役
員
と
し
て
協
会
の
た

め
に
尽
く
さ
れ
、
一
九
九
五
年

か
ら
は
会
長
と
し
て
、
今
年
三

月
ま
で
の
八
年
間
、
ご
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

高
松
会
長
の
在
任
中
は
、
世

の
中
が
不
景
気
と
な
り
、
医
療

制
度
も
改
悪
の
道
に
入
っ
て
い

く
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
時
代

で
し
た
が
、
先
生
の
指
示
の
も

と
で
、
石
川
県
保
険
医
協
会
は

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
運
動
を
行

い
、会
員
数
も
順
調
に
伸
ば
し
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、

そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
ま
し

た
。続

い
て
、
喜
多
新
副
会
長
に

よ
る
井
沢
新
会
長
へ
の
激
励
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
井
沢
先

生
は
、
一
九
八
三
年
、
地
域
医

療
部
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療

福
祉
の
道
一
本
で
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
開
業
医
は
ロ
マ
ン
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
信
念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
医
療
制
度

改
悪
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
が
こ
め
ら
れ
た
内
容
で

もう一つの核戦争―イラク・湾岸戦争の子どもたち 

森住 卓　講演会 森住 卓　講演会 森住 卓　講演会 

『Ａ Different Nuclear War Different Nuclear War―Children of the Gulf War Children of the Gulf War 
（もう一つの核戦争核戦争－湾岸戦争湾岸戦争の子どもたち）』 

より転載転載。 

写真写真・文・森住卓森住卓 
劣化劣化ウラン弾禁止弾禁止を求める 

グローバル・アソシエーション編 

『Ａ Different Nuclear War―Children of the Gulf War 
（もう一つの核戦争－湾岸戦争の子どもたち）』 

より転載。 

写真・文・森住卓 
劣化ウラン弾禁止を求める 

グローバル・アソシエーション編 

し
た
。

乾
杯
は
現
在
顧
問
で
あ
る
平

松
元
会
長
の
ご
発
声
で
行
わ

れ
、
舞
台
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

へ
と
移
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

勝
木
副
会
長
と
大
石
先
生
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
さ
ら
に

高
松
前
会
長
の
マ
ン
ド
リ
ン
演

奏
、
最
後
は
北
山
編
集
長
に
よ

る
テ
ノ
ー
ル
独
唱
で
し
た
。
い

ず
れ
も
プ
ロ
顔
負
け
の
熟
練
さ

れ
た
技
術
で
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
は
、

出
席
者
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
、

高
松
先
生
、
井
沢
先
生
と
の
な

つ
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が

語
ら
れ
、
前
会
長
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
同
時
に
新
会
長
へ
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
す
る
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
ス
ピ
ー
チ
を
受
け

て
、
高
松
前
会
長
、
井
沢
新
会

長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
来
年
の
三
十
周
年
に
向
け

て
、
千
人
会
員
を
め
ざ
し
て
、

井
沢
新
会
長
の
も
と
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。最

後
に
、
安
藤
前
副
会
長
に

よ
る
世
界
平
和
を
願
う
締
め
の

言
葉
も
あ
り
、
一
同
、
記
念
撮

影
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
回
理
事
会
は
、
総
務

部
か
ら
の
十
人
の
会
員
増
の

報
告
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
あ

と
、
新
旧
会
長
歓
送
迎
会
の

準
備
、
サ
タ
デ
イ
ナ
イ
ト
セ

ミ
ナ
ー
（
万
が
一
の
場
合
に

家
族
に
残
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

の
出
席
予
定
者
の
好
調
な
出

足
、
第
五
回
会
員
デ
ビ
ュ

ー
・
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
夫
婦
に
よ
る
開
業
と
第
三

者
継
承
）
の
計
画
、
歯
科
部

主
催
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
企

画
、
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
の

具
体
的
な
実
施
計
画
、『
石

川
保
険
医
新
聞
』
八
月
号
座

談
会
の
企
画
（
産
業
医
問
題

を
取
り
上
げ
る
）
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
事
業
計
画
の
報

告
と
検
討
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
特
筆
事

項
と
し
て
は
、
和
歌
山
協
会

か
ら
の
平
田
歯
科
部
長
へ
の

講
演
依
頼
（
承
認
）、
保
団

連
研
究
部
か
ら
の
会
員
デ
ビ

ュ
ー
・
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
報
告
依
頼
（
三
宅
理
事
を

派
遣
）、
喜
多
副
会
長
へ
の

全
労
済
協
会
か
ら
の
パ
ネ
ラ

ー
依
頼
（
承
認
）
な
ど
、
各

種
団
体
か
ら
協
会
へ
の
依
頼

が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
介
護

保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
委

員
会
よ
り
「
要
介
護
認
定
に

関
す
る
審
査
請
求
で
、
審
査

請
求
人
の
主
張
が
石
川
県
で

初
め
て
認
め
ら
れ
た
」
と
の

報
告
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

協
議
事
項
で
は
、
医
療
抜

本
改
革
、
介
護
保
険
制
度
へ

の
対
応
と
し
て
、
恒
例
と
な

っ
た
新
聞
記
事
の
検
討
、
社

保
本
人
二
割
負
担
法
案
、
五

月
の
中
医
協
総
会
で
検
討
さ

れ
る
予
定
の
再
診
料
逓
減
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
石
川

社
保
協
の
「
医
療
・
介
護
一

一
九
番
」
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
保

団
連
代
議
員
会
へ
の
出
席
者

の
確
認
が
あ
り
、
建
設
的
な

意
見
と
討
議
で
終
始
し
た
理

事
会
は
、
予
定
の
二
時
間
を

二
十
分
超
過
し
て
終
了
し

た
。

【
西
田
記
】

4月度月度 理事会点描理事会点描 4月度 理事会点描 

全国から期待され 
活発に動く理事会 

（4月5日・12人出席） 
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医
療
制
度
抜
本
改
革

の
名
の
も
と
、
わ
が
国

の
社
会
保
障
制
度
の
一

角
が
目
に
見
え
て
後
退

し
て
い
る
。
非
常
に
悲

し
い
こ
と
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
医
療
者
と
し
て
は
踏
ん
張
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
、

こ
の
こ
と
は
あ
え
て
横
に
置
き
、
今

ひ
と
つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

学
会
、
厚
労
省
と
様
々
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
日

常
診
療
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、

日
々
の
診
療
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛

っ
て
い
る
診
療
報
酬
点
数
表
、
こ
れ

こ
そ
保
険
診
療
に
も
っ
と
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
、
目
前
の
患
者
を
治

療
す
る
こ
と
に
関
し
て
の
議
論
が
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
厚
労
省
が
考
え

る
、
医
療
者
と
患
者
の
間
の
医
療
契

約
に
基
づ
い
た
診
療
を
し
て
い
く
上

で
の
経
済
的
な
決
ま
り
を
述
べ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。

診
療
報
酬
点
数
表
は
、
最
近
発
表

さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同

様
、
あ
る
疾
患
に
お
け
る
多
数
の
患

者
の
治
療
に
は
ほ
ぼ
正
確
に
対
応
し

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
患
者
を

前
に
し
た
と
き
に
は
、
不
十
分
な
と

こ
ろ
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
。日
常
診
療
に
お
い
て
は
、

単
に
医
学
的
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
的
に
、
社
会
的
に
、
は
た
ま
た

思
想
信
条
に
お
い
て
も
一
人
と
し
て

同
じ
患
者
は
い
な
い
。
生
身
の
人
間

が
生
身
の
人
間
と
つ
き
あ
っ
て
い
く

中
で
の
診
療
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
と
か
Ｄ
Ｒ

Ｇ
／
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
い
っ
て
ひ
と
ま
と
め

に
し
て
診
療
で
き
る
ほ
ど
第
一
線
の

開
業
医
療
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
に
、
医
師
の
裁
量
権
が
生

き
て
く
る
し
、
医
師
と
し
て
の
日
々

の
研
鑽
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
研
鑽
は
医
学
に
お
け
る
も
の
だ

け
で
は
い
け
な
い
。
自
然
科
学
は
も

と
よ
り
、
広
く
社
会
科
学
、
人
文
科

学
の
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
ち

ろ
ん
そ
う
あ
る
と
思
う
が
、
一
人
診

療
に
携
わ
る
医
師
の
み
な
ら
ず
、
レ

セ
プ
ト
審
査
に
当
た
る
審
査
委
員
に

も
、
社
保
指
導
を
行
う
行
政
の
方
々

に
も
医
療
に
か
か
わ
る
者
と
し
て
の

広
い
視
野
に
立
っ
た
考
え
を
持
っ
て

対
応
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

医
療
情
勢
が
日
に
日
に
厳
し
く
な

っ
て
い
く
中
、
医
業
経
営
に
汲
々
と

す
る
あ
ま
り
、
保
険
に
通
る
だ
け
の

診
療
に
終
始
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
物
の
保
険
診
療
と
は
何
か
、

全
人
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
今
一
度
問

い
直
し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

全
人
的
医
療

全
人
的
医
療
の
た
め
に
 

本
物
本
物
の
保
険
診
療

保
険
診
療
を
 

全
人
的
医
療
の
た
め
に

本
物
の
保
険
診
療
を
 

保険医年金 

保険医休業保障 

保険医休業保障共済制度 保険医休業保障共済制度 保険医休業保障共済制度 

保団連2大 
共済制度の 
ご案内 

保団連2大 
共済制度の 
ご案内 

保険医年金 

保険医休業保障 
老後の生活に備えるために、また急な病気やケ
ガのときでも安心して療養に専念していただけ
るように、保険医年金、休業保障などの共済活
動に取り組んでいます。 

保険医休業保障共済制度 
加入申込 
受付期間 

4月1日～5月25日 
（年1回） 

詳しくは協会発行パンフレットまたは電話でお問い合わせください。 
076-222-5373

好評 

受付中！！
 

万一の場合の大きな保障 

1年毎に更新する団体定期保険 

年1回の 
チャンス 
加入受付中加入受付中 加入受付中 
6月20日まで 

安い掛金
 

手続き簡
単 

6,120円で4,000万円 
40歳男性の場合 

ご夫婦そろってご加入ください 
●本人最高保障額 

4,000万円 
●配偶者最高保障額 

1,000万円 

主催　全国保険医団体連合会　　主務　長崎県保険医協会 

第18回医療研究集会 メインテーマ 

健康と平和─医療の原点をみつめて 

分科会・ポスターセッション 

演題募集中 
●日時 

　2003年９月１３日（土）～１４日（日） 
●場所 

　　　ホテルニュー長崎 
　　　長崎市・JR長崎駅隣接 

分科会・ポスターセッションの募集内容 
第1分科会「在宅医療・介護」 
　　　（1会場、11演題予定、発表10分、質疑5分） 

第2分科会「医科診療の研究および工夫」 
　　　（2会場、22演題予定、発表10分、質疑5分） 

第3分科会「歯科診療の研究および工夫」 
　　　（2会場、22演題予定、発表10分、質疑5分） 

第4分科会「公害・環境・職業病」 
　　　（1会場、7演題予定、発表10分、質疑5分）　 

　●ミニ講演 
　　「諌早干拓と有明海異変」 
　　　東　幹夫 氏（長崎大学教育学部教授） 

第5分科会「医学史・医療運動史・医療と 
　　　　　  裁判・平和」 
　　　（1会場、11演題予定、発表10分、質疑5分） 

ポスターセッション（展示のみとなります） 
（パネル10台予定） 

演題の申し込み方法 

各協会・医会にお申し込みください。 
演題募集は5月31日締切 
応募演題は、先着順に受け付けます。 

医科：「ジェネリック医薬品の開業医の使用実態・意識調査」 

歯科：「歯科における医療連携」 

共同調査を実施中です 

─ ご協力お願いします。─ 
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昨年6月からスタートした「メールニュース」を、このたび4月からリニューアルしました。従来は、協会からニュースを取捨選択してお届けしていましたが、これ

からは、本メールニュース購読者専用のホームページを設けて、そちらにニュースを掲載し、購読されている方に読んでいただくという形式をとります。このホー

ムページは、IDとパスワードがないと見ることができません。 

これにより、タイムラグなくニュースをお届けできることになります。また、情報について今まではスペースの都合でのせられない情報もたくさんありましたが、

今後は広く情報提供できることになると思います。 

今後のメールニュースは、上記のホームページの更新情報を中心にお届けすることになります。つまり、「こんなニュースをホームページに掲載しました」とい

うシンプルな内容になるわけです。もちろん、詳しくは皆さんご自身がホームページにアクセスすることにより情報入手するわけですが、このメールニュースを読

むだけでもニュースのアウトラインがつかめることになると思います。 

多くの皆さんの購読申込をお待ちしています。 

iskw_kudo@doc-net.or.jp

現在、平日にほぼ一日おきに発行しています。リニューア

ル後の1カ月間で13号の発行実績があります。 

・ 医療改革関連ニュース 
・ 歯科関連ニュース 
・ 診療報酬点数の話題 
・ 保団連情報 
・ 保険医協会からのお知らせ 

発行日 

内　容 

保険医協会会員の方であれば、どなたでも購読してい

ただけます。もちろん、料金は無料です。購読をご希望
される方は、下記のメールアドレスに「メールニュース
購読希望」とご記入のうえ、メールを送信してください。 

購読申込み 

※購読申込みされた方に、改めてメールにてURLおよびID
をお知らせします。 

メールニュース　　　のご案内 メールニュース　　　のご案内 メールニュース　　　のご案内 リニューアル 

昨年春からスタートした「メーリングリスト」についても、このたび運営方針を変更することになりました。 

従来は、投稿テーマを定めてそれに沿った内容の発言を求めていましたが、今後は特に投稿テーマを設けず、まったく自由な意見交換の場にしていきます。また、

従来は、読むだけの参加は認めずどんどん意見交換していただくことを参加の条件にしていましたが、ここまで厳しくはせず、参加者それぞれのペースで発言をし

ていただければと考えています。 

医療制度改革、診療報酬点数、経営、税務、雇用管理などの意見交換、学術的な議論、保険医協会に要望する企画（講演会、サタデイナイトセミナー等）、趣味の話、

雑談等々、会員の皆さん相互の親睦と意見交換・情報交換の場にしていただければと思います。 

多くの皆さんの参加申込をお待ちしています。 

《参考》「メーリングリスト」とは 
メーリングリストとは、メールを使って大勢の人とコミュニケーションすることのできるシステムのことです。すごく簡単に言うと、決まったメールアドレスにメールを送ると、参加しているメンバー全員に同じメールがコピーされて送られ
るしくみです。 
これを繰り返すことによってメールを使った会話が進められていきます。 
例えばどなたかがテーマに関連する話題をメーリングリストに送ったとします。そうするとそのメールはメーリングリスト参加者全員に自動的に送られることになります。その後、メーリングリスト参加者の中でその話題に答えられ
る方がいればその人がメーリングリストに返信を送付します。そのメールも参加者全員に自動的に送られるので、結果として、メーリングリスト参加者全員がその情報を共有できるということになります。 

参 加ご希望の方は… 

iskw_kudo@doc-net.or.jp
メーリングリスト申込先 

メーリングリストに参加ご希望の方は、保険医協会事務局の工藤あてに（アドレスは下
記）電子メールにてその旨を送信してください。速やかに参加登録を行います。 
なお、メーリングリストの参加について、特別な費用は発生しません。通常のメールを
受信するのと同じ方法で受信できます。 

テーマをフリーにして、より参加しやすくなりました 

歯科 
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理事　理事　三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 理事　三宅　靖（金沢市・内科） 

「会員デビュー講演・シンポジウム」 
　の開催趣旨と意義 
「会員デビュー講演・シンポジウム」 
　の開催趣旨と意義 
「会員デビュー講演・シンポジウム」 
　の開催趣旨と意義 

保団連研究担当者会議保団連研究担当者会議・発言要旨発言要旨 保団連研究担当者会議・発言要旨 

私ども石川県保険医協会では、一昨年７月から計５回にわたり「会員デビュー講

演・シンポジウム」～開業医としての夢を語る～と題して、主として新規開業の先

生方に開業までの足跡とこれからの展望を毎回３人の方にそれぞれ約20分でお話し

していただき、その後にシンポジウム形式で意見交換をするという会を主催してま

いりました。15人の演者の専門分野は消化器内科、代謝・内分泌内科、神経内科、

呼吸器内科、消化器外科、脳神経外科・小児外科・精神科・泌尿器科・耳鼻咽喉

科・眼科、そして麻酔科とまさしく多士済々というところで、幅広いお話しを聞く

ことができました。

また、講演後の意見交換会でも活発な討議がなされ、議論が白熱するあまり予定

時間を過ぎてしまうこともあったほどです。回を重ねるにつれ、最近の開業の共通

項がはっきり見えてくるように思われます。それはどの発表を見ても自分の専門性

を開業という形態の中で最大限に生かすことを重要視しているということです。

地域医療を担うものとしてプライマリーケアーとしての一般診療の知識・技術の

重要性はいうまでもないのでしょうが、自分の仕事を充実させ、また、地域に認め

られるためには、開業医といえども、いや、開業医だからこそ自分の特徴を前面に

出すことが必要であるという考え方が主流になっているようです。

一方、演者以外の会員にとってもこの講演会は、単に新しい知識や情報を得る場

というだけではなく、日々の業務のなかで忘れがちとなっている初心を思い起こす

よい機会となっているようです。どの時代でもリスクを背負って新規開業をすると

いうことは簡単ではありません。しかしながらこの厳しい医療経済状況のなかで診

療機関を維持・存続させていくことも新規開業にもまして容易ならざることです。

既存の医療機関も文字通り生き残りをかけて勇気を持って自己改革していくことが

必要となってきています。この講演会で、この「勇気」を共有できれば大変すばら

しいことであると確信いたします。また、このように会員相互が刺激しあうことに

より、協会への理解が深まり活動全体が活性化していくという利点も見逃せません。

現にこの講演会の演者の中から新理事、新部員も誕生しています。

今後は、新規開業の先生はもちろん、中堅、大ベテランの会員にも声をかけて幅

広く意見交換をし、さらには新規開業を考えている勤務医の先生方にも広く呼びか

けてさらに実り多い会にしていきたいと思います。

石
川
の
報
告
に
熱
い
視
線
が 
石
川
の
報
告
に
熱
い
視
線
が 

保
団
連
研
究
部
員
　
平
田
　
米
里（
理
事
／
野
々
市
町
・
歯
科
） 

保
団
連
研
究
部
会
は
、
四
月

二
十
六
日
（
土
）
午
後
六
時
よ

り
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
協

会
か
ら
は
三
宅
靖
理
事
と
工
藤

事
務
局
員
、
そ
し
て
私
が
出
席

し
ま
し
た
。

以
下
、
私
の
印
象
に
残
っ
た

議
案
、
内
容
を
中
心
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
会
で
は
、
兵
庫
協
会
の
広

川
恵
一
医
師
や
神
奈
川
協
会
の

平
尾
紘
一
医
師
を
中
心
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

各
協
会
の
報
告
を
お
聞
き
し
た

中
で
は
、
兵
庫
協
会
や
神
奈
川

協
会
の
取
り
組
み
方
が
、
保
険

医
協
会
と
し
て
模
範
的
研
究
部

会
の
在
り
方
に
な
る
と
の
感
触

を
得
た
。
こ
の
兵
庫
協
会
の
取

り
組
み
に
関
し
て
は
、
詳
細
資

料
を
石
川
協
会
に
送
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
依
頼
し
て
き
ま
し

た
。各

協
会
の
取
り
組
み
は
大
き

く
三
分
類
さ
れ
そ
う
で
、東
京
、

大
阪
以
外
で
も
、
先
進
協
会
は

会
員
数
も
四
千
人
と
か
六
千
人

レ
ベ
ル
で
、
会
員
数
ば
か
り
で

な
く
事
務
局
も
充
実
し
、
多
様

化
す
る
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広

く
こ
た
え
る
シ
ス
テ
ム
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
石

川
県
の
よ
う
に
中
規
模
？
協
会

は
、
全
国
か
ら
非
常
に
注
目
さ

れ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
一
方
、
先
進
協
会

の
活
動
な
ど
を
参
考
に
さ
ら
に

充
実
す
る
余
地
が
あ
り
、
そ
れ

が
会
員
の
要
求
に
こ
た
え
、
国

民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る
と
の
激
励
が
飛
び
ま

し
た
。

研
究
会
活
動
を
開
催
し
て
い

な
い
協
会
に
関
し
て
は
、
各
地

域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考

え
ら
れ
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
な

い
の
で
、
未
開
催
協
会
だ
け
を

集
め
た
交
流
会
を
開
催
し
、
相

互
理
解
を
深
め
る
な
ど
し
て
問

題
点
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
活
性
化
す
る
策
を
講
じ
る

こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
ま
し

た
。そ

の
他
で
は
、
前
回
の
第
七

回
医
療
研
究
集
会
の
『
深
呼
吸

が
診
察
室
血
圧
と
脈
拍
に
及
ば

す
影
響
に
つ
い
て
』
の
共
同
研

究
が
十
月
に
宮
崎
で
開
催
さ
れ

る
日
本
高
血
圧
学
会
で
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
保

団
連
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
る

浜
六
郎
氏
の
記
事
は
誤
解
を
招

く
な
ど
の
理
由
で
、
研
究
部
会

と
し
て
中
止
を
勧
告
し
た
こ

と
、
研
究
会
活
動
に
ス
ポ
ン
サ

ー
を
つ
け
る
こ
と
は
各
協
会
の

考
え
で
決
め
れ
ば
良
い
こ
と

で
、
部
会
と
し
て
強
制
す
る
も

の
で
は
な
い
、
な
ど
が
記
憶
に

残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
兵
庫
協
会
の
広
川
先

生
の
部
会
活
性
化
の
た
め
に
と

題
し
た
報
告
が
印
象
的
で
し

た
。

①
研
究
会
、
勉
強
会
、
講
演
会

の
類
は
、
医
師
会
主
催
、
専
門

学
会
、
個
人
的
な
も
の
、
メ
ー

カ
ー
主
催
の
も
の
と
数
多
く
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
お

い
て
、
協
会
の
研
究
部
会
は
ど

こ
に
そ
の
目
的
や
意
義
を
置
く

べ
き
か
を
先
ず
明
確
に
し
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
か
。そ
れ
は
、

会
員
の
生
涯
教
育
の
一
環
や
国

民
に
良
い
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
に
置
か
れ
る
こ
と
が
ま
ず
第

一
で
し
ょ
う
と
い
う
意
見
は
納

得
で
し
た
。
そ
し
て
、
医
療
専

門
医
と
し
て
の
役
割
・
機
能
の

発
揮
、
多
様
化
す
る
会
員
の
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
こ
と
、
地
域

の
生
活
に
関
わ
る
運
動
団
体
と

し
て
の
視
点
を
忘
れ
な
い
こ

と
、
研
究
部
員
や
会
員
同
士
の

心
の
つ
な
が
り
、
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
な
ど
も
付
け
加
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

②
勉
強
会
な
ど
の
講
演
要
旨
を

即
メ
ー
ル
な
ど
で
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
非
常
に
好
評
だ
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
は
石
川
協
会
で

も
即
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
な
具

体
的
事
例
で
し
た
。
特
に
ま
と

め
る
能
力
に
優
れ
た
先
生
の
労

力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で

す
が
、
弊
害
？
と
し
て
、
勉
強

会
に
参
加
し
な
く
て
も
、
そ
の

先
生
の
講
演
要
旨
さ
え
読
め
ば

O
K
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
が

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
（
笑
）。

翌
日
二
十
七
日
の
研
究
担
当

者
会
議
、
特
別
講
演
『
医
師
・

歯
科
医
師
の
日
常
診
療
の
た
め

の
禁
煙
指
導
の
知
識
』
と
題
し

た
、
奈
良
女
子
大
教
授
で
禁
煙

指
導
医
の
高
橋
裕
子
先
生
の
講

演
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

数
年
前
の
当
協
会
の
服
部
真
先

生
の
講
演
を
お
聞
き
し
た
こ
と

の
あ
る
私
に
は
、
ま
た
ま
た
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。特
に
、

小
中
学
校
か
ら
喫
煙
す
る
と
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
始
め
る
よ

り
も
禁
煙
が
困
難
に
な
る
こ

と
、
小
学
生
の
喫
煙
は
親
か
ら

の
失
敬
喫
煙
で
、
家
庭
環
境
が

大
き
な
要
素
を
締
め
て
い
る
と

の
指
摘
は
印
象
的
で
し
た
。
ま

た
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
所
詮
噛

み
タ
バ
コ
を
チ
ョ
ッ
ト
精
製
し

た
も
の
で
副
作
用
が
強
い
し
、

せ
い
ぜ
い
一
日
十
本
程
度
の
喫

煙
者
ま
で
に
し
か
効
果
が
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
本

命
の
、
パ
ッ
チ
は
喫
煙
者
本
人

が
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
く
な

る
量
（
大
き
さ
、
枚
数
）
を
使

う
こ
と
が
大
切
で
、
う
ま
く
合

え
ば
、
も
の
の
数
分
で
吸
い
た

く
な
く
な
る
そ
う
で
す
。
メ
ー

カ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
正
し
く

表
示
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。午

後
の
各
協
会
の
報
告
で

は
、
三
宅
理
事
に
よ
る
「
会
員

デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
つ
い
て
の
石
川
協
会
の

発
表
が
一
番
面
白
く
、
関
係
者

か
ら
の
評
価
も
一
番
高
か
っ
た

と
確
信
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

最
後
に
一
つ
。
大
阪
歯
科
協

は
今
ま
で
の
活
動
を
統
合
す
る

形
で
、
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会

と
し
て
こ
の
五
月
か
ら
意
欲
的

な
展
開
を
試
み
る
そ
う
で
す
。

査
読
者
を
つ
け
て
、
学
会
誌
も

発
行
す
る
そ
う
で
す
。
特
に
、

年
に
一
回
、
大
規
模
な
会
員
全

体
が
集
ま
る
よ
う
な
研
究
報

告
・
発
表
の
場
を
作
る
そ
う
で

す
。
石
川
県
で
も
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
協
会
の
実

力
ア
ッ
プ
に
な
り
、
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
か
ね
て
か
ら
言
い
続

け
て
い
た
の
で
す
が
、『
保
険

医
協
会
は
医
政
・
政
策
問
題
重

視
か
ら
学
術
に
方
針
展
開

を
！
』
を
は
か
る
協
会
が
現
れ

始
め
た
の
で
す
。
大
阪
歯
科
協

会
頑
張
れ
！

石川の「会員デビュー講演・シンポジウム」について発表する
三宅靖理事
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でお知らせください 

忙
し
い
外
来
の
最
中
に
、
お

サ
ル
医
院
に
往
診
の
依
頼
が
入

っ
た
。
超
高
齢
の
Ａ
さ
ん
が
、

昨
日
か
ら
発
熱
の
た
め
寝
込
ん

で
食
欲
が
な
い
。
脱
水
状
態
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
往
診
し
て

点
滴
し
て
あ
げ
た
い
が
、
今
日

は
特
に
混
ん
で
い
る
の
で
、
夜

ま
で
動
け
そ
う
に
な
い
。
以
前

の
お
サ
ル
先
生
な
ら
、
こ
う
い

う
時
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
が
、
今
は
ま
ず
「
経
口

補
水
液
」
を
家
族
に
取
り
に
き

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
先
に
飲
ん

で
お
い
て
い
た
だ
く
。
夜
の
往

診
時
に
は
か
な
り
元
気
に
な
っ

て
お
ら
れ
る
。
本
来
は
清
涼
飲

料
水
に
分
類
さ
れ
る
の
だ
が
、

ご
家
族
に
は
「
飲
む
点
滴
」
だ

と
説
明
し
て
あ
る
の
で
、
医
療

行
為
を
受
け
た
と
い
う
安
心
感

も
あ
る
よ
う
だ
。◇

特
定
の
商
品
を
宣
伝
す
る
み

た
い
な
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
る

の
で
す
が
、
一
年
ほ
ど
使
っ
て

み
て
、
や
は
り
こ
れ
は
ご
紹
介

し
な
く
て
は
と
思
い
、
筆
を
と

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

金
沢
赤
十
字
病
院
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
下
田
敦
先
生
監
修
の

経
口
補
水
液
Ｏ
Ｓ
│
１
（
オ
ー

エ
ス
ワ
ン
）
を
昨
年
の
夏
前
に

知
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
は
同
院
で
訪
問
診
療
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
、
在
宅
の
お
年
寄

り
の
脱
水
状
態
に
心
を
痛
め
て

お
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
ち
ょ
う

ど
先
生
ご
自
身
が
山
登
り
に
末

梢
静
脈
用
の
点
滴
を
持
っ
て
行

っ
て
、
そ
の
ま
ま
「
飲
む
」
習

慣
が
お
あ
り
で
、
そ
れ
を
在
宅

医
療
の
現
場
に
生
か
せ
な
い

か
、
と
思
い
つ
い
た
と
言
い
ま

す
。
こ
の
商
品
は
東
京
と
四
国

だ
け
で
試
験
的
に
発
売
さ
れ
て

い
る
の
で
、
特
別
に
注
文
し
て

み
ま
し
た
。

ま
ず
は
自
分
で
試
飲
し
た
と

こ
ろ
、
香
り
は
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
に
似
て
い
ま
す
が
、
味
は
も

っ
と
塩
辛
い
。
で
も
、
汗
を
か

き
ま
く
っ
た
後
は
ス
ッ
と
飲
め

て
、
吸
収
し
や
す
い
印
象
で
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
五
百
cc
の

中
に
含
ま
れ
る
塩
分
は
、
ポ
カ

リ
の
倍
の
一
・
五
グ
ラ
ム
、
糖

分
は
半
分
だ
そ
う
で
す
（
生
後

六
カ
月
未
満
の
乳
児
は
腎
機
能

が
未
発
達
な
の
で
不
可
）。

本
来
は
在
宅
の
高
齢
者
用
に

取
り
寄
せ
た
の
で
す
が
、
意
外

な
と
こ
ろ
で
好
評
で
し
た
。
と

申
し
ま
す
の
は
、
昨
年
の
夏
は

た
い
へ
ん
暑
か
っ
た
せ
い
か
、

熱
中
症
（
熱
け
い
れ
ん
）
に
な

っ
た
外
仕
事
の
若
い
人
た
ち
が

多
く
、
彼
ら
に
試
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、「
日
射
病
予
防
の

ド
リ
ン
ク
剤
」
と
い
う
こ
と
で

ブ
レ
ー
ク
し
、
工
事
現
場
で
ま

と
め
て
注
文
し
た
事
業
所
も
あ

っ
た
く
ら
い
で
す
。

今
ま
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き

り
に
近
い
高
齢
者
が
、
発
熱
や

夏
場
の
食
欲
不
振
で
ぐ
っ
た
り

し
た
時
、
往
診
し
て
末
梢
静
脈

点
滴
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
で
も
考

え
て
み
た
ら
、
こ
の
方
々
は
多

く
の
場
合
、
嚥
下
障
害
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
単
に
少
し

〝
干
か
ら
び
て
〞
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
ね
。
何

で
も
か
ん
で
も
点
滴
を
す
る
の

は
、
医
学
の
発
達
し
た
本
邦
ぐ

ら
い
の
も
の
で
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
発
展
途
上
国
で
は
「
脱

水
」
と
い
え
ば
、
ま
ず
「
経
口

補
水
液
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
口
補
水
液
を
う

ま
く
利
用
す
れ
ば
、
在
宅
で
の

末
梢
静
脈
点
滴
の
光
景
は
グ
ッ

と
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

注
文
は
（
株
）
ビ
ッ
グ
ベ
ル

「
大
塚
製
薬
オ
ー
エ
ス
ワ
ン
受

付
係
」
〇
三
│
三
五
三
一
│
四

一
三
〇
に
直
接
フ
ァ
ッ
ク
ス
し

ま
す
。
一
箱
二
十
四
本
単
位
で

す
（
一
本
あ
た
り
二
百
円
）
。

地
元
の
支
店
や
卸
業
者
で
の
取

り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
を
。

こ
れ
ま
で
、
趣
味
と
し
て

単
独
で
自
由
勝
手
に
山
登
り

を
続
け
て
き
た
の
だ
が
、
少

し
は
世
の
中
の
お
役
に
立
つ

こ
と
も
し
て
い
る
。
そ
れ
は

文
部
科
学
省
が
所
管
と
す
る

登
山
研
修
所（
通
称
文
登
研
）

の
医
療
講
師
と
し
て
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
長
年
山
岳
ド

ク
タ
ー
と
し
て
文
登
研
と
の

関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。

文
登
研
は
、
一
九
六
五
年

の
北
ア
ル
プ
ス
薬
師
岳
で
の

愛
知
大
学
生
十
三
人
の
遭
難

死
亡
事
故
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
、
国
の
大
学
山
岳
部
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
機
関
で
あ

る
。
過
去
三
十
年
以
上
に
わ

た
り
、
延
べ
一
万
数
千
人
の

受
講
生
を
育
て
て
い
る
。
た

だ
し
、
最
近
登
山
は
き
つ

い
・
汚
い
・
危
険
の
３
Ｋ
の

代
名
詞
と
も
な
り
、
大
学
生

の
間
で
も
人
気
が
薄
れ
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
本
当

は
こ
の
３
Ｋ
以
上
に
素
晴
ら

し
い
世
界
が
あ
る
と
僕
は
考

え
て
い
る
の
だ
が
。

た
ま
た
ま
富
山
の
病
院
で

検
診
を
担
当
し
て
い
た
際
、

文
登
研
の
職
員
を
診
察
し
た

の
が
縁
で
文
登
研
の
活
動
に

深
く
共
感
を
し
て
活
動
を
共

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主

な
任
務
は
、
積
雪
期
に
剣
岳

や
大
日
岳
周
辺
で
開
催
さ
れ

る
約
一
週
間
に
わ
た
る
登
山

研
修
会
の
医
療
講
師
と
し

て
、
大
学
生
の
健
康
を
管
理

す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ

て
も
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は

な
い
。
体
力
バ
ン
バ
ン
の
大

学
山
岳
部
の
学
生
に
随
行
し

て
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の

医
療
装
備
や
登
山
用
具
を
担

い
で
山
に
登
り
、
緊
急
事
態

が
発
生
す
れ
ば
現

場
に
駆
け
つ
け
治

療
に
当
た
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
医
療

器
具
を
持
ち
な
が

ら
学
生
に
随
行
し

て
積
雪
期
に
剣
岳

登
攀
を
行
う
こ
と

は
、
そ
れ
な
り
に

危
険
も
伴
う
た

め
、
毎
回
妻
に
は

万
が
一
の
時
の
た

め
に
備
え
て
お
く

よ
う
に
と
伝
え
て

い
た
。

山
の
中
で

の
医
療
は
下

界
と
は
大
き

く
異
な
り
、

C
T
や
レ
ン

ト
ゲ
ン
が
あ

る
わ
け
で
も

な
く
、
当
時

は
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ

ー
す
ら
な
か

っ
た
時
代
で

あ
り
、
ま
さ

に
聴
診
器
が

唯
一
の
診
察

用
具
で
あ
っ
た
。

あ
る
研
修
会
で
は
咳
が
止

ま
ら
な
い
と
い
う
学
生
を
診

察
し
た
と
こ
ろ
、
両
肺
野
に

湿
性
ラ
音
を
聴
取
し
、
高
山

病
の
一
種
で
あ
る
重
い
肺
水

腫
に
罹
患
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
緊
急
で
そ
り
に
乗
せ

下
山
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
病
院
で
の
動
脈
血
酸
素

飽
和
濃
度
は
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
切
り
、
両
肺
真
っ
白
で

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
搬
送
さ
れ
、
一
命

を
取
り
留
め
た
学
生
も
い

た
。
も
し
、
た
だ
の
風
邪
と

診
断
し
て
い
た
ら
と
思
う
と

背
筋
が
寒
く
な
っ
た
も
の
だ

っ
た
。

肺
水
腫
だ
け
で
も
過
去
数

例
搬
送
す
る
事
態
も
あ
っ
た

し
、
切
っ
た
張
っ
た
の
外
科

的
処
置
も
日
常
茶
飯
事
だ
っ

た
。
毎
回
研
修
会
が
無
事
に

終
わ
り
、
立
山
町
に
あ
る
文

登
研
本
部
に
戻
る
ま
で
は
気

の
抜
け
な
い
日
々
の
連
続
で

あ
っ
た
。
国
の
主
催
す
る
研

修
会
で
万
が
一
の
こ
と
が
起

き
れ
ば
、
医
療
責
任
者
と
し

て
た
だ
で
は
済
ま
な
い
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
死
亡
事
故
が
一

件
も
起
き
て
い
な
い
こ
と
だ

け
が
自
慢
で
あ
っ
た
が
、
数

年
前
、
大
日
岳
の
冬
山
研
修

会
中
に
雪
庇
崩
落
事
故
が
起

き
、
二
人
の
学
生
が
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
た
ま
た
ま

開
業
の
準
備
で
、
そ
の
研
修

会
は
後
輩
に
出
て
も
ら
っ
て

い
た
の
だ
が
、
事
故
の
一
報

を
受
け
僕
は
直
ち
に
捜
索
本

部
に
駆
け
つ
け
、
そ
の
後
も

捜
索
活
動
に
協
力
し
た
。

病
院
勤
務
当
時
は
、
同
僚

に
無
理
を
言
っ
て
代
理
を
立

て
研
修
会
に
毎
年
参
加
し
て

い
た
が
、
開
業
医
と
な
っ
て

か
ら
は
、
代
理
を
立
て
ら
れ

る
わ
け
も
な
く
、
研
修
会
に

参
加
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
自
分
の
で
き

る
限
り
で
、
山
で
身
に
つ
け

た
経
験
と
本
職
の
医
療
で
こ

れ
か
ら
も
山
の
世
界
で
お
役

に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科） 
【第15話】　文部科学省登山研修所にて 

剣岳山頂にて（同僚講師たちと）僕は右端

剣岳を背景に研修中の大学生



斜視とは、両方の視線が合っていない状態とそれに伴う両眼視（お互

いの眼から入った情報を統合してみること）の異常があるものを言いま

す。

片方の眼が内に向いているものを内斜視、外に向いているものを外斜

視、上下にずれているものを上斜視と呼び分けています。

眼は４本の直筋と２本の斜筋の均等な緊張でまっすぐな位置にありま

すが、筋肉の異常や神経支配の異常などがあるとバランスがくずれ斜視

の原因となります（麻痺性斜視）。

また、ある程度以上の遠視があると、未矯正の場合にはピントを合わ

せるのに伴い眼が内によるもの（調節性内斜視）や、片眼の視力不良に

より両眼視ができずに斜視になるもの（斜視弱視）などがあげられます

が、今のところ原因不明による斜視が大半を占めております。

「遺伝でしょうか？」と心配される方が多いのですが、そうでもあり、

そうでもなしと、言ったところでしょうか。原因がハッキリしないもの

に関しては、「顔が左右対称の人がいないのと同じかな？？」と説明して

おります。

治療法としては、眼の筋肉の位置を手術で移動させたり、短くして筋

肉の力を調整し、まっすぐにする方法や、遠視が原因であれば、眼鏡の

装用が治療となります。しかしこれは、視線を合わせるための治療であ

り、両眼視異常の治療のほんのわずかしかクリアできていませんので、

これと平行して視能訓練を行います。

人は２つの眼を気づかずに１つとして使っています。左右別々に入っ

てくる情報をまず受け取り（同時視）次のその二つを重ね合わせ（融像）

立体として見えること（立体視）を頭の中で行っています。これが両眼

視と呼ばれている中身で、立体視まで認知できるものを両眼視が良いと

いいます。これも視力と同じで、生直後から良好なものはなく、完成に

は生後半年くらいまでかかると言われております。

さて、斜視がある場合には、もともとこの両眼視のないものや、弱い

もの、以前はあったが壊れてしまった状態であり、せっかく眼の位置が

良くなったのに両方の眼の重ね合わせ（両眼視）が不良であるために、

またずれていってしまわないようにするため、両眼視ができるよう視能

訓練は行われます。

また、この訓練によって眼の位置が良くなる場合もありますので、術

前にも積極的に行われています。

両眼視の良い眼がずれれば、物が２つに見えるはずですが、人はそれ

を不快と感じ、あの手この手で片方の眼からの情報を消したり、２つに

ならないようずれた眼の位置で重ね合わせたりします。訓練はこれを正

常化させ、両眼視機能の増強や獲得をめざします。

斜視の検査・訓練も、自覚的応答によることが多く、検査や訓練を待

たずに乳幼児期に手術をすることも少なからずありますが、眼位矯正も

視能訓練の一つですので心配無用です。

片方の眼しか使っていなくても「立体感があるよ」と聞きますが、そ

れは大きいものは近くにあり、小さいものは遠くにあるという経験によ

る遠近感であると考えられます。

昔は“視脳訓練”という字を当てていた意味が分かっていただけまし
たでしょうか。

“視脳訓練” 
（斜視の話） 

その⑪ 

浅ノ川総合病院眼科  
視能訓練士　　　　小笹　一枝 
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シ
リ
ー
ズ 

▼
#4
▲ 

金
沢
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
　
西
嶋
　
弘
子 

『
心
の
ノ
ー
ト
』に
注
目
を（
そ
の
三
）

│
子
ど
も
の
心
に
届
く
言
葉
を
 

◇
あ
る
が
ま
ま
で
い
い

大
手
学
習
塾
の
母
親
向
け
の

入
門
書
に
「
子
ど
も
が
正
解
し

た
ら
、
笑
顔
で
応
え
て
」
と
あ

り
ま
す
。
で
き
な
け
れ
ば
叱
ら

ず
黙
っ
て
い
る
だ
け
と
、
学
習

効
果
を
上
げ
る
た
め
の
母
親
の

役
割
を
説
く
も
の
で
す
。
幼
児

に
と
っ
て
は
、
絶
対
の
存
在
で

あ
る
母
親
の
笑
顔
を
求
め
て
頑

張
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
親
子

の
絆
を
盾
に
し
た
柔
ら
か
な
虐

待
と
い
え
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
大
人
の
期
待

感
を
背
負
っ
て
き
た
子
ど
も
た

ち
に
、『
心
の
ノ
ー
ト
』
は
ま

た
ま
た
「
い
い
子
」「
で
き
る

子
」
を
演
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。だ

か
ら
ま
ず
、
こ
の
詩
を
子

ど
も
た
ち
に
贈
り
た
い
の
で

す
。

う
さ
ぎ

ま
ど
・
み
ち
お
作

う
さ
ぎ
に
う
ま
れ
て

う
れ
し
い
う
さ
ぎ

は
ね
て
も

は
ね
て
も

は
ね
て
も

は
ね
て
も

う
さ
ぎ
で
な
く
な
り
ゃ
し
な
い

う
さ
ぎ
に
う
ま
れ
て

う
れ
し
い
う
さ
ぎ

と
ん
で
も

と
ん
で
も

と
ん
で
も

と
ん
で
も

く
さ
は
ら
な
く
な
り
ゃ
し
な
い

《
ポ
ケ
ッ
ト
詩
集
Ⅱ
…
童
話

屋
》
よ
り

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
く
り
返
し
を

何
度
も
声
に
出
し
て
読
み
合
う

こ
と
で
、
詩
の
世
界
の
イ
メ
ー

ジ
が
広
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
う
さ
ぎ
と
同
化
す
る
こ
と

で
、
自
分
も
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
ら
れ
た
ら
、
と
思
い

ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
あ
る

が
ま
ま
を
認
め
、
自
由
と
安
心

の
居
場
所
が
こ
こ
に
あ
る
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
親

や
教
師
た
ち
に
こ
そ
受
け
と
め

て
ほ
し
い
詩
な
の
で
す
。

さ
ら
に
《
ポ
ケ
ッ
ト
詩
集
》

に
は
、
高
学
年
向
き
の
『
奈
々

子
に
…
吉
野
弘
』
や
、
中
学
生

に
は
『
わ
た
し
を
束
ね
な
い
で

…
新
川
和
江
』
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
意
味
づ
け
や
解
釈
や
結
論

を
急
が
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
自

分
の
ペ
ー
ス
で
読
み
た
い
も
の

で
す
。
年
代
に
よ
っ
て
感
じ
方

受
け
止
め
方
が
違
う
詩
の
奥
深

さ
、
こ
う
い
う
ゆ
と
り
が
子
ど

も
に
は
必
要
な
の
で
す
。

◇
子
ど
も
目
線
の
生
活
感
覚

日
常
生
活
の
過
ご
し
方
も
事

細
か
に
あ
れ
こ
れ
言
わ
れ
る

と
、
聞
き
流
す
だ
け
や
反
発
し

た
く
な
っ
た
り
す
る
も
の
で

す
。五

味
太
郎
作
『
正
し
い
暮
ら

し
方
読
本
』
（
福
音
館
書
店
）

は
、
子
ど
も
目
線
の
逆
転
の
発

想
で
い
ろ
ん
な
暮
ら
し
方
を
展

開
し
て
く
れ
ま
す
。
辛
い
こ
と

苦
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
か

ら
こ
そ
、
笑
い
飛
ば
し
て
生
き

抜
き
た
い
も
の
で
す
。
四
角
四

面
の
大
人
た
ち
に
ぜ
ひ
伝
授
し

た
い
ユ
ー
モ
ア
の
感
覚
で
す
。

〝
正
し
い
ゴ
ミ
の
分
け
方
〞

の
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、「
生
ゴ

ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ン
、

カ
ン
な
ど
に
分
け
て
ゴ
ミ
を
出

す
の
は
も
う
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
。
で
も
そ
の
ま
え
に
自
分
の

ゴ
ミ
に
つ
い
て
ゴ
ミ
に
な
っ
た

理
由
を
く
わ
し
く
分
類
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
正
し

い
ゴ
ミ
の
分
け
方
で

す
」
と
、
生
活
感
覚

に
基
づ
い
た
四
つ
の

分
け
方
で
、
楽
し
い

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
六

〜
八
個
の
具
体
例
が

載
っ
て
い
て
妙
に
説

得
力
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
二
つ

の
例
を
あ
げ
る
と
、

◎
ま
、
し
か
た
な
い

ね
の
ゴ
ミ

小
さ
く
な
っ
た
帽

子
と
靴

使
い
道
が
な
い
き

れ
い
な
紙
や
紐

◎
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

し
た
の
ゴ
ミ

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

食
べ
ち
ゃ
っ
た
お
菓
子
の
箱

◎
ご
め
ん
な
さ
い
の
ゴ
ミ

し
み
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
Ｔ

シ
ャ
ツ

腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
玉
ね
ぎ

◎
も
う
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
の

ゴ
ミ

失
敗
の
画
用
紙
や
工
作

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
か
っ
た
先

生
お
薦
め
の
本

ゴ
ミ
問
題
を
も
自
分
の
目
線

で
ひ
と
ひ
ね
り
と
い
う
の
が
、

生
活
を
楽
し
む
と
い
う
視
点
で

お
も
し
ろ
い
の
で
す
。

〝
正
し
い
ケ
ン
カ
の
し
か
た
〞

や
〝
正
し
い
し
か
ら
れ
方
〞

等
々
、
本
質
を
つ
い
た
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
語
り
口
に
脱
帽
し
ま

す
。

◇
ど
ん
な
日
本
人
像
を

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
子
ど
も
た

ち
に
、
ど
う
し
て
も
伝
え
て
お

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
国
の
無
法
や
暴
力
が
ま
か

り
通
り
、
罪
な
き
人
々
が
殺
傷

さ
れ
、
街
や
文
化
財
が
壊
さ
れ

て
い
る
現
実
に
対
し
て
、
事
実

と
向
き
合
い
、
人
間
へ
の
信
頼

感
を
取
り
戻
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

誠
実
に
本
音
で
生
き
た
人
た
ち

の
想
い
に
触
れ
、
他
人
事
で
は

な
く
自
分
の
生
き
方
と
つ
な
げ

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

前
述
の
《
ポ
ケ
ッ
ト
詩
集
》

に
あ
る
、
宮
沢
賢
治
作
『
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
』
や
与
謝
野
晶
子
作

『
君
死
に
た
も
う
こ
と
な
か

れ
』、
栗
原
貞
子
作
『
生
ま
し

め
ん
か
な
』
な
ど
は
、
古
く
て

も
今
日
的
な
響
き
を
も
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
や
若
者
た
ち
は

新
鮮
な
驚
き
で
賢
治
の
生
き
方

に
共
感
す
る
と
い
い
ま
す
。

『
心
の
ノ
ー
ト
』
で
は
な
く
、

ど
ん
な
日
本
人
像
を
子
ど
も
た

ち
の
心
に
届
け
ら
れ
る
の
か
、

わ
た
し
た
ち
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
選
び
取
る
の
は
子
ど

も
た
ち
な
の
で
す
。（

お
わ
り
）
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私
の
健
康
の
た
ど
っ
た
道
筋
は
、
い
つ
も
波
風
に
漂
っ
て

い
た
。
八
十
九
歳
を
超
え
、
九
十
歳
代
に
飛
躍
す
る
今
も
、

毎
日
が
不
安
の
連
続
で
一
時
も
休
む
時
が
な
い
。

幼
年
の
こ
ろ
よ
り
、
ち
び
っ
子
だ
っ
た
し
、
身
長
も
大
し

て
伸
び
な
か
っ
た
。
外
形
も
人
並
み
で
な
く
、
特
に
肋
骨
の

発
達
は
特
異
で
、「
一
枚
肋
の
桶
胴
」
と
ひ
や
か
さ
れ
た
く

ら
い
で
あ
る
。
個
々
の
肋
骨
は
肋
間
腔
が
な
い
ほ
ど
に
太
く

な
り
、
一
見
桶
状
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
X
線
写

真
の
方
が
分
か
り
や
す
く
、
鎧
（
よ
ろ
い
）
の
ご
と
く
弾
丸

を
寄
せ
つ
け
ず
。
徴
兵
検
査
で
直
ち
に
甲
種
合
格
と
言
い
渡

さ
れ
、
外
征
五
年
間
、
鉄
壁
の
強
健
を
お
国
に
捧
げ
た
の
で

あ
る
。

太
平
洋
戦
場
に
お
い
て
は
マ
ラ
リ
ア
熱
、
デ
ン
グ
熱
、
ア

メ
ー
バ
赤
痢
、
国
際
梅
毒
な
ど
悪
疫
が
渦
を
巻
い
て
い
た
。

現
在
の
イ
ラ
ク
フ
セ
イ
ン
の
惨
禍
の
現
実
が
夢
の
よ
う
。
い

か
な
る
理
由
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
戦
争
は
罪
悪
で
あ
り
天
人

共
に
許
さ
な
い
。

鉄
の
嵐
の
吹
き
荒
れ
る
野
戦
の
内
側
に
は
、
母
性
愛
と
い

う
平
和
が
あ
っ
た
。
母
親
は
戦
争
か
ら
私
の
命
を
護
っ
た
。

中
学
三
年
生
の
夏
、
私
は
初
め
て
病
気
ら
し
い
病
気
に
罹
患

し
た
。
伝
染
病
の
「
腸
チ
フ
ス
」
に
四
十
度
を
超
え
る
高
熱

が
約
一
カ
月
続
き
、
腸
出
血
で
九
死
に
一
生
を
得
て
治
癒
し
、

万
病
に
対
す
る
完
全
免
疫
（
？
）
を
獲
得
し
長
命
の
基
を
築

い
た
。

さ
て
、
今
朝
、
ビ
ッ
グ
な
劃
期
的
吉
報
が
届
い
た
（
四
月

十
六
日
）。
人
間
の
生
命
の
設
計
図
と
も
い
う
べ
き
「
人
ゲ

ノ
ム
（
全
遺
伝
情
報
）」
を
完
全
解
読
し
、
人
ゲ
ノ
ム
計
画

が
完
了
し
た
と
い
う
。
米
国
、
英
国
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
中
国
六
カ
国
首
脳
が
、「
す
べ
て
の
人
々
が
よ
り

健
康
で
い
ら
れ
る
未
来
に
向
け
て
、
重
要
な
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
た
」
と
共
同
宣
言
し
た
。
そ
れ
は
計
ら
ず
も
四
千
年
続

い
た
釈
迦
佛
教
思
想
の
廻
帰
や
因
果
応
報
や
輪
廻
の
科
学
的

近
代
的
證
明
や
分
析
、
な
い
し
裏
付
け
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

（
二
〇
〇
三
年
四
月
十
六
日
・
櫻
花
満
開
の
日
）
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歌
を
歌
っ
て
い
る
最
中
に
思

い
も
か
け
ぬ
事
態
に
陥
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は

歌
詞
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
る
。
練
習
中
な
ら
ば

「
ア
ハ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て

終
わ
り
と
な
る
が
、
そ
れ
が
コ

ン
サ
ー
ト
の
最
中
と
な
る
と
、

時
と
場
所
が
揃
っ
て
い
る
だ
け

に
後
々
の
語
り
草
に
な
っ
た

り
、
立
ち
直
れ
な
い
く
ら
い
強

烈
な
思
い
出
に
な
っ
た
り
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
人
は
そ
ん

な
事
態
に
陥
ら
ぬ
よ
う
最
大
の

努
力
と
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

舞
台
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
決

ま
っ
て
そ
う
は
い
か
な
い
と
こ

ろ
に
、
こ
の
種
の
出
来
事
の
面

白
さ
が
あ
る
。「
面
白
い
」
な

ど
と
書
い
て
し
ま
っ
た
が
面
白

い
の
は
観
客
だ
け
で
あ
り
、
僕

自
身
が
笑
っ
て
話
せ
る
よ
う
に

な
る
に
は
相
当
時
間
が
か
か
る

の
で
あ
る
。

舞
台
に
は
魔
物
が
住
ん
で
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
そ
う

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
僕

の
場
合
、
歌
っ
て
い
る
時
に
は

一
、
二
小
節
先
の
歌
詞
が
頭
の

中
に
浮
か
ん
で
き
て
い
る
。
歌

詞
の
持
つ
意
味
を
そ
の
時
点
で

読
み
取
り
、
感
性
の
赴
く
ま
ま

に
歌
い
上
げ
て
い
く
。
こ
の
よ

う
に
し
て
歌
に
対
す
る
僕
の
解

釈
と
表
現
が
な
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
突
然
頭

の
中
に
白
紙
し
か
浮
か
ん
で
こ

な
い
こ
と
が
あ
る
。
曲
は
ど
ん

ど
ん
進
み
、
白
紙
が
近
づ
い
て

く
る
。
ま
る
で
途
切
れ
た
高
速

道
路
の
端
に
向
か
っ
て
車
が
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
突
き
進
ん

で
い
く
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。

全
身
が
激
し
い
金
縛
り
に
遭

い
、
目
の
前
が
暗
く
な
り
、
や

が
て
気
が
遠
く
な
り
そ
う
に
な

る
。
時
に
は
車
が
落
ち
る
寸
前

に
白
紙
に
歌
詞
が
パ
ッ
と
現
れ

て
九
死
に
一
生
を
得
る
こ
と
も

あ
る
が
、
大
抵
は
ま
っ
さ
か
さ

ま
に
落
ち
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
「
奈
落
の
底
へ
」
で
あ

る
。原

因
が
自
分
に
あ
る
こ
と
は

百
も
承
知
な
の
に
、「
一
体
誰

が
こ
ん
な
目
に
遭
わ
せ
る
の

だ
」
と
見
え
な
い
誰
か
に
文
句

を
言
い
た
く
な
る
。
本
当
に
こ

れ
さ
え
な
け
れ
ば
歌
う
こ
と
は

ど
ん
な
に
楽
し
い
だ
ろ
う
。
舞

台
に
立
つ
も
の
は
例
外
な
く
そ

う
思
い
な
が
ら
、
見
え
な
い
悪

戯
者
が
現
れ
な
い
よ
う
神
に
祈

る
だ
け
で
あ
る
。

数
々
の
失
敗
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
頭
の
白
紙
に
は
種
類

の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一

つ
は
単
語
の
欠
落
、
も
う
一
つ

は
一
連
の
歌
詞
の
欠
落
で
あ

る
。
単
語
の
欠
落
は
一
と
二
題

目
の
同
じ
箇
所
に
あ
て
ら
れ
た

類
似
歌
詞
の
選
択
迷
い
で
あ

る
。
普
段
な
ら
何
の
問
題
も
な

く
す
ら
す
ら
と
出
て
く
る
も
の

が
、改
め
て
ど
ち
ら
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
る
と
迷
っ
て
し
ま
う
。

車
の
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を

見
な
が
ら
操
作
し
よ
う
と
す
る

と
迷
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
あ

れ
で
あ
る
。
要
は
歌
詞
を
良
く

覚
え
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
努

力
、
ま
た
努
力
で
解
決
す
る
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
歌
詞
の

欠
落
は
完
全
な
「
度
忘
れ
」
で

あ
る
。
単
語
の
取
り
違
え
は
観

客
に
さ
ほ
ど
違
和
感
を
与
え
な

い
が
、「
度
忘
れ
」
は
歌
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
ご
ま
か
し

よ
う
が
な
い
。
歌
詞
は
最
初
の

単
語
が
見
つ
か
れ
ば
不
思
議
に

後
は
芋
づ
る
式
に
出
て

く
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
不
安
な
場
合
は
出

だ
し
の
言
葉
だ
け
を
取

り
出
し
て
直
前
確
認
す

る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も

白
紙
が
現
れ
る
の
だ
か

ら
、
こ
れ
は
も
う
魔
物

の
仕
業
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。

さ
て
、
こ
の
魔
物
の

正
体
が
「
緊
張
」
と

「
老
化
」
の
複
合
体
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
の
は
か
な
り

前
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
そ
れ

が
確
信
に
変
わ
っ
て
き
た
。
日

常
生
活
で
起
こ
る
失
語
や
物
忘

れ
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
か

ら
だ
。
記
憶
力
も
か
な
り
落
ち

て
き
て
い
る
。
今
日
か
な
り
の

時
間
を
か
け
て
完
全
に
覚
え
た

は
ず
の
歌
詞
が
、
翌
日
に
は
虫

食
い
状
態
で
あ
っ
た
り
、
ひ
ど
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い
時
に
は
白
紙
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
あ
あ
、
昨
日
の
努
力
は

何
だ
っ
た
の
か
、
と
悲
し
く
な

る
。
そ
う
か
と
思
う
と
、
ふ
っ

と
し
た
弾
み
に
忘
れ
た
は
ず
の

歌
詞
が
湧
き
水
の
よ
う
に
出
て

く
る
こ
と
が
あ
る
。
目
覚
め
の

瞬
間
や
信
号
待
ち
の
時
な
ど
で

あ
る
。
そ
こ
で
記
憶
が
衰
え
た

の
で
は
な
い
、
頭
の
中
が
忙
し

過
ぎ
る
の
だ
、
と
思
う
よ
う
に

し
た
ら
気
が
楽
に
な
っ
た
。
難

し
い
歌
詞
を
覚
え
る
の
も
脳
の

訓
練
だ
、
近
頃
は
緊
張
し
た
く

て
も
で
き
な
く
な
っ
た
、
だ
か

ら
た
ま
に
は
本
当
の
緊
張
を
味

わ
う
こ
と
も
心
と
体
に
良
い
こ

と
だ
、
な
ど
と
思
う
よ
う
に
も

し
た
。さ
ら
に
こ
う
も
考
え
た
。

た
と
え
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
き
な

失
敗
を
し
て
も
人
を
傷
つ
け
る

わ
け
で
も
無
い
の
だ
し
、
ミ
ス

し
た
自
分
を
自
分
で
笑
っ
て
終

わ
り
に
し
よ
う
と
。
こ
ん
な
風

に
考
え
る
と
あ
の
魔
物
も
意
地

悪
な
友
達
く
ら
い
に
思
え
て
憎

め
な
く
な
っ
て
き
た
。

年
は
取
っ
て
み
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
人
の
迷
惑
な
し
で

好
き
な
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
お

陰
で
歌
が
ま
た
楽
し
く
な
り
始

め
た
の
だ
か
ら
。

運
命
の
分
か
れ
道
と

ヒ
ト
ゲ
ノ
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利
雄
（
金
沢
市
・
内
科
）

本紙への投稿を 
お待ちします。 

編集部では、読者からの投稿を随時お待ちしています。保健・

医療・福祉、あるいは趣味や地域での取り組みなど、内容は問い

ません。字数は800字以内でお願いします。また、会員が主催する

文化行事（コンサートや個展など）を紙面にて紹介させていただ

きます。編集サイクルの都合で開催日までの掲載が間に合わない

場合がありますので、事務局までお問い合わせください。

（編集部）

囲 碁 

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 

〈ヒント〉2枚の角を捨てる。 
 10分で1級。 

持
駒
　
飛
角
角 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で有段者 
〈ヒント〉初手が急所です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

一 

123456

二 

三 

四 

五 

六 

七 

銀 

銀 

桂 

歩 
歩 

歩 

玉 




